
 

 

関係各位殿 

 

2024 年 3月 13日 

アチハ株式会社  

株式会社イボキン 

国内初 風力発電機ブレードの 100％リサイクルによる環境問題

解決の取り組み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

風力発電関連事業を行うアチハ株式会社（本社：大阪府大阪市、以下、「アチハ」）と解体工事・産業廃

棄物処理・金属リサイクル事業を行う株式会社イボキン（本社：兵庫県たつの市、以下、「イボキン」）（会

社名は五十音順）は、共同の取り組みとして、2023 年に兵庫県で請け負いました風力発電機の解体工事で

不用になりましたガラス繊維強化プラスチック（GFRP）製の風力発電機ブレードを国内のセメント工場

でセメント再資源化処理を行い、その結果、トレーサビリティが取れた 100％リサイクルすることに国

内で初めて成功致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

今回のリサイクル実証工事では、アチハとイボキンが風力発電機を解体、解体後に回収したブレードを

イボキン本社工場でセメント工場が受入しやすい様に中間処理を行い、太平洋セメントグループの敦賀

セメント株式会社（以下、「敦賀セメント」）でセメント再資源化を行いました。 

中間処理された廃ブレードは敦賀セメントのセメント製造設備であるロータリーキルンで熱源利用

（サーマルリサイクル）されます。また、ガラス繊維を多く含有する焼却残さはロータリーキルン内で溶

融、焼成され、セメントクリンカ（中間製品）の原料として取り込む（マテリアルリサイクル）ことで

100％有効活用致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来、国内では風力発電機ブレードは風力発電機解体後に適切な処理方法が存在しなかった為、ほぼ埋

め立て処分が行われておりました。 

今後、風力発電市場は飛躍的拡大が見込まれ、それに伴って風力発電機のリプレイス案件、廃止案件も

増加すると想定されますが、本来、自然エネルギーを利用したクリーンな事業であるにもかかわらず、役

目を終える際に大量の廃棄物を生み出すことになり、環境負荷をもたらしてしまう課題が国内外で指摘

されています。風力発電業界の発展に伴って発生する課題の 1 つに答えを出すことが出来たことは大変

意義のある実証工事だったのではないかと思います。 

   

アチハ、イボキンは国内トップクラスの風力発電機解体工事の実績があり、その廃材処分も行ってきま

したので、廃棄物のデータも蓄積して参りました。 

今後も実績、経験、データに基づいて、SDGs の観点から、風力発電機ブレードのリサイクルを通じて

国内の風力発電設備の普及・拡大に貢献していきたいと考えております。 

 

◆本件に関するお問い合わせ先 

アチハ株式会社 汐留オフィス 

TEL：03-6280-3266 

お問い合わせフォーム URL：https://www.achiha.co.jp/inquiry.html  

 

株式会社イボキン 東京支店 

TEL：03-3254-2525 

FAX：03-5294-2525 

お問い合わせフォーム URL：https://www.ibokin.co.jp/contact/ 

  

https://www.ibokin.co.jp/contact/


 

 

◆アチハ株式会社について 

本社所在地 大阪市住之江区南港中 1 丁目 1 番 67 号 

電話番号 06-6616-7600 

代表者名 阿知波孝明   

事業内容 １．風力発電設備関連事業 

  ２．特殊輸送関連事業 

  ３．機械設備据付事業 

  ４．プラント工事関連事業 

URL  https://www.achiha.co.jp/ 

 

 

◆株式会社イボキンについて 

本社所在地 兵庫県たつの市揖保川町正條 379 番地 

電話番号 0791-72-5088 

代表者名 高橋克実 

事業内容 解体事業、環境事業、金属事業、運輸事業を展開しています。安全第一の解体工事に始

まり、プロによる収集運搬、廃棄物の適正処理、スクラップ買取まで、４つの事業を展

開するからこそできる質の高いワンストップサービスでお応えします。 

URL  https://ibokin.co.jp/ 

 

 

 

共同リリースのため重複して配信される場合がございますがご了承ください。 

https://www.achiha.co.jp/
https://ibokin.co.jp/

